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チーム名 サポートし隊

ふりがな                     くぼ　 　  あさみ

発表者(職種) 久保　麻美　（介護福祉士）

ふりがな さぽーとしたい

ライフサポートねりま施設名

取り組種別 問題解決型

久保　麻美　（介護福祉士）

上井　遥

山下　裕子 看護師

横山　綾香 看護師

前田　竜一 看護師

介護福祉士

介護福祉士大石　浩行

青山　泰士 介護福祉士

理学療法士

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

（指   標）在宅復帰支援について取組のわからない職員数

（目標値）在宅復帰支援についてどこまで取り組めばよいかわからない職員をゼロにする

①プライマリーをもつNs・Cｗ・Thに、在宅復帰支援における各職種の専門性・役割に関する勉強会を実施
②職種別の在宅復帰支援マニュアルの作成
③在宅復帰支援のための情報共有の方法を統一化・共有のためのシステム作成

在宅復帰支援において、プライマリーとしての取り組み方がわからない職員が
（実施前）　8名

（実施後）　0名

標準化１　職種別マニュアルを病棟のマニュアルに追加・修正
標準化２　他職種が得た情報を共有できるフォーマットを追加・修正
管理　　　 各プライマリーが行う在宅復帰支援についてアンケートで理解度を確認、カンファシートや目標と
　　　　　　 ケアプランの確認
教育　　　 在宅復帰支援の勉強会の資料について追加・修正と資料に基づき個別に指導

理学療法士

田村　良子

金澤　尚大　

③テーマに合わせて形成したチーム活動

⑤質管理システムの構築をめざすもの

④その他

久保　麻美

リーダー名
（職種）

回

活動期間
理学療法士

作業療法士

小笠原　尚和
2025年3月　～　6月

演題名
各職種の専門性を活かした在宅復帰支援をめざして

～LSねりまとしてのチームアプローチの振り返りと体制見直し～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

超強化型老健の役割として在宅復帰支援は重要であるが、支援方法について不安を感じている職員がいる
ことがわかった。そこで、各職種の専門性を最大限に発揮するための多職種連携の環境整備や取り組みが
必須であると考え、在宅復帰支援ができる職員の育成をテーマとした。

分類

活動回数 12



　

【テーマ選定・背景】

【現状把握】

【目標設定】 【要因解析】



【重要要因検証】

【対策の立案と実施】



【反省と今後の課題】

効果の確認

【標準化と管理の定着】


